
 

 

 

１．事業の目的（趣旨・ねらい） 

   吉備の秋を感じながら楽しく活動する中で、自然体験のすばらしさに気づくととも

に自然の大切さを理解し、家族の絆を深めることを目的とする。 

 

２．事業の概要 

（１）共催 株式会社おもちゃ王国 

 

（２）期日 令和２年１０月３１日（土）～１１月１日（日）  

 

（３）参加者 

① 募集対象・人数 

４歳～小学校低学年及び家族 ３０人 

②  参加人数 

      ３０人 （１０家族） 

 

（４）企画・運営のポイント 

①  新型コロナウイルスの感染拡大防止を考え、家族同士の座席の配置やグループ

内での距離感に留意しながら運営した。 

② 民間企業との共催事業として、株式会社おもちゃ王国と昨年度よりも早い時期 

に協定を結んで、互いの役割分担を明確に示しながら、準備に取り組んだ。 

③ 活動内容の安全性や難易度について、株式会社おもちゃ王国の担当者と 

綿密な打ち合わせをしながら計画した。 

④ キャンプファイヤーでは、職員からの演奏をサプライズで用意するなど、４歳 

～小学校低学年の児童にとって楽しい雰囲気になるよう心掛けた。 

⑤  コース案内や景品などにおもちゃ王国のグッズを活用し、子供たちが喜ぶ雰囲 

気作りに努めた。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和２年度 国立吉備青少年自然の家教育事業 

森のたんけんたい２０２０ 



３．活動の内容等 

（１）日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動の状況 

      

 

 

 

 

 

 

 

【自然とあそぼう】                    【トレジャーウォーク①】 

（日程変更により屋内活動）            

         

 

 

 

 

 

 

 

【トレジャーウォーク②】                       【ブラインドウォーク】   
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  【キャンプファイヤー①】                         【キャンプファイヤー②】   

 

 

 

 

 

 

 

 

            

【焼きマシュマロ・カートンドック①】             【焼きマシュマロ・カートンドック②】 

 

４．成果・課題 

 （１）満足度 

満足：９２％ 

やや満足：８％ 

 

 （２）参加者の声（保護者記入） 

① 案内・進行ともにスムーズで、安全への配慮もされていて素晴らしいと思いま

した。 

② 優しいボランティアの方々と一緒に行動できたので、子供もリラックスして、

楽しく過ごすことができました。 

③ 自然教室や火を扱う企画は高学年向けが多い印象でしたが、小さい子に自然の

楽しさや不自由さを感じさせることのできる素晴らしい事業だと感じました。 

④ 時間や活動を経ていくにつれて、だんだんと積極的に活動に参加するようにな

っていく、わが子の様子を見ることができてよかったです。 

⑤ 普段、体を動かすことがあまり好きではない子ですが、とても生き生きとして

楽しそうに過ごしていました。良い体験をありがとうございました。 

 

 

 

 



（３）成果 

① トレジャーウォークで山の中を歩いたり、親子で薪割りに挑戦したりするな 

ど、参加者は自然に親しみながら活動することができていた。 

② 薪割りや焼きマシュマロなど、普段は行わない活動メニューを取り 

入れたが、低学年でも楽しく安全に活動できた。 

③ 昨年度の反省を生かして、共催時期を早めたことにより、余裕をもった計画や

スタッフの配置を実施することができ、スムーズな運営を行うことができた。 

 

（４）今後の課題 

 ① ぬいぐるみなどの昨年は使用できていた物品が、新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から使用できないものが多くあり、変更を余儀なくされた。安全面に

配慮しながら、いかにして企業とのコラボ感を出していくかを企画していきた

い。 

② 遅れてくる参加者がいて、開会式を遅らせたことでプログラム内容を変更し

た。小学校低学年を対象にしているということも踏まえながら、柔軟に対応でき

る時間設定や準備をしていく必要があると感じた。 

 

 

 

担当：企画指導専門職 延原 正章 


